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B 109 ブラソユの3面を用いた摩擦による沈浄性の差異
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　冒匈　人力＼乙よる'-ブラジュ摩凛鳶冷』を^効にお: V うfこめ.用具・作篆刻良等につ
い1, 拠疎老嬢氏,i，いくつ｡ヽ。fl用y和り指摘している. 筆1 らは，それらの条糾に

・ﾌいr u順測匝巌し報告しf: ヵ゛，本報|ま，tr:未俵討の次の①･ ＠･〈Ξ〉の,グラシエの3

ii % 用いrこ摩樟の効蔓を，F。rヽtcPlateを用いt 芙験的に観唐しn結果の報告fある。H^*

わわ,（P (ブラシュ下面〕････指先が｀ヘア鳶端に

探底い･:･ずヘデtsraで瞥旅する。②（プランa･一側ft]･…■7"）->'ユの扱面を浅<･- ざリ，ヘ

アを庶屈ざち'M行側のヘア側衝で尊旅ずる。（1）〔ブラダエ履面：トて凛捧７ゐ。

　方法　i-として既報ピ同謀のが砥て賃浄しﾌﾆ。ずり:わh, 択試ﾌﾞ）ｼ／J｡ばナイロンヘア

の32 と馬もの＆の2 嫂，被験蕩,エb熹，通梁布は曰本如化秘法に辛じて調製し仁カーぶン

ブラ･･/ｸんｴ;ら栄布（/OOx37β≫幻, 洗剤は市販の潅惨苑刹を製島栢示傷痍・z倍導康tし

tこ.'p・●ceP心U容^ ■幕吏･栖逐ヵヽ’･本曳映に巻合けこものを製作しぐ総合計装Kぶ雁，

350×ぢ釦≫1M，高さ/勁Ht^九これを良映ぢ上l乙水平に｡itき，増幅器2むど記砺^すをとりつ･ﾀﾞ
rこ。その表層,・漑面上に荒疲を奪んだ人,エ乃梁布を拡肌上記の①■ R・⑧の面で, 右手

の?fで摩棒九浄し，その襟の痩直カ■水平刀(摩擦力）を蚕齢記勝しrt.。この犀用吋こ洗

夜は，F。･c Plate内部の%気系叱には流入しない。沈恥り恥ｱしTこ鴻梁恥ヽ如ま，気知乙

政い，沈浄加麦おi,び自今・表面反射苧を,測史して反射九新津を算訟けこ｡

　結果　－プラン> ，各攬欧着It おいち喫直力のか」ヽの順位が｀下面く側面≒板面の場句

摩擦力並｡びに死命力<7)''釦iL＼3.,下面≒側面》緻面であバ乙。

B no 洗濯物の乾渫感･に艮ぼす擾境温支の影響

　　　　　　　　　　　　　iS>岡巌育大長山芳｝

　目的　家庭洗濯,こおいて, 今くの人々は手ぞ洗渫物の乾湿を判断t T取り込んでぃる叔，

布地の乾遣感の判断峯準はそれぞれ異ってお･|，浸境粂件，手費良膚風個丸のま観，布

地・種類などによ') t.化するヒ考えられる。本研究では，浚濯物の吸湿量と乾-;置感の関休

について, 痩境遺農，布地の温湿友および’種類との関連において着討L μ。
　カ･法　布地は綿（尺竺，ブ□ ード，ネル）,綿混紡，毛（モスリン，サージ.フラノ）

など/O種類を精製レr用いた。布地の温度は/∂およv'2O ℃，吸湿率はS段鴨八，ゑ塩類

の飽和水溶煮魚気中T'調湿l tz. 環境割牛は人工気'lif飢および恒温乳菓室を使用l，室温

10および20'C, 相対湿良^μぷ'/oヒVた。瀧検者,-i.成人女^（/～2(>才）ぶ^とし，試鮫.

吸境において椅座安静位で前顧おi. ひ大腿前面の早殉皮逼μ2?~33'C -r"あることを破

認しながら，手指末節前面,手掌, 手背皮膚温お平情祇達した軋官能技査を行った。

布地の乾湿感,ま3 既擲評支（湿。て｡ヽる,分ヵヽらなら乾いてヽヽ-&）ヒL，皺技眉は仕切りをし
て視覚の影響を瓢り除い氏中で，一見時間布地を内手で触，以後，I］頭r゛回・した。／回

の旅査において布地の温皮,ま一良とIれが，提示する布地の雅類およひご吸湿希の順･宋准検

都

綺系　いずれの粂件においても，布地の吸湿畢と乾湿感の間,l有意差n読められt-.。布

地の種類Hi i>乾湿感の差は，手野皮虜温μあい場合は認jft られれoi，手野皮膚’温と布地
温農ともに低い場看は小であっ靫。布地温皮｡;低い場倉は，高温時r.比べて，低政湿率の

布地r^.おいてもえっているt判断する傾向を示しれ。


